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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 29,989 10.0 2,661 △15.1 2,698 △14.2 1,988 △19.2

2018年3月期第2四半期 27,271 11.7 3,133 47.3 3,145 47.0 2,461 57.6

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　2,151百万円 （△14.5％） 2018年3月期第2四半期　　2,516百万円 （65.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 32.19 ―

2018年3月期第2四半期 39.84 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期第2四半期 53,178 43,063 81.0 697.01

2018年3月期 51,468 41,406 80.5 670.19

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 43,063百万円 2018年3月期 41,406百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 7.00 ― 8.00 15.00

2019年3月期 ― 8.00

2019年3月期（予想） ― 8.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 8.7 5,000 △0.9 5,000 △4.2 3,500 △4.8 56.65

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 70,156,394 株 2018年3月期 70,156,394 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 8,372,789 株 2018年3月期 8,372,706 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 61,783,642 株 2018年3月期2Q 61,784,619 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・決算補足説明資料は、TDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益や雇用環境が改善するなど、緩やかに回復

しました。世界経済は、貿易摩擦の激化懸念や中東の原油情勢等のリスク要因を抱えつつも、全体とし

て緩やかに回復しました。資源価格については、原油価格は、期初から上昇基調で推移し、７月前半に

高値を付けた後下落しましたが、８月後半からは再び上昇しました。銅の国内建値は、期初から６月前

半まで一旦上昇後、８月後半まで下落し、期末にかけてやや上昇しました。当第２四半期連結累計期間

の銅国内建値平均価格は前年同期を上回る水準となりました。

　この間における我が国の銅電線需要は、全体として堅調に推移し前年同期と比較してやや増加しまし

た。また、電子材料分野においては、当社グループの主力製品である機能性フィルムの販売は、当第２

四半期連結累計期間において概ね前年同期並みの水準で推移しました。

　当第２四半期連結累計期間において当社グループは、こうした環境のもと、引き続き、事業運営の効

率化、高付加価値品へのシフトおよび新規・周辺事業開発等、事業基盤強化に向けた各種取り組みの着

実な推進を図りました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は299億８千９百万円（前年同

期比10.0％増）となりましたが、営業利益は26億６千１百万円（前年同期比15.1％減）、経常利益は26

億９千８百万円（前年同期比14.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は19億８千８百万円（前

年同期比19.2％減）となりました。
　
　セグメントごとの業績の概況は次のとおりです。
　
＜電線・ケーブル事業＞

　銅価格が前年同期と比較して高値で推移し、販売量が前年同期を上回った（前年同期比11％増）こと

により、売上高は182億３千７百万円（前年同期比20.6％増）となりました。営業利益は、設備故障に

よる生産トラブルに加え、台風被害に伴う操業停止および電力会社補修計画の遷延、銅価格の短期的変

動等の影響が発生したことから２億８千３百万円（前年同期比41.5％減）となりました。

　今後は、立ち上がりが見込まれる建設・電販向け需要の確実な捕捉を図りつつ、高付加価値品へのシ

フト、効率化投資の効果発現等に一層注力してまいります。
　
＜電子材料事業＞

　携帯端末向け機能性フィルムの販売量は前年同期並み（前年同期比1％減）となり、一部販売構成の

変化を含め、売上高は109億５千万円（前年同期比4.1％減）となりました。営業利益は新モデル端末向

けの製品試作費用の増加等もあり27億３千２百万円（前年同期比10.0％減）となりました。

　前年同期と比較して減益となりましたが、機能性フィルム需要の高機能化等への対応は順調に進捗し

ており、今後の収益に寄与するものと評価しております。

＜その他＞

　環境分析事業が増収となったことを主因に売上高は８億２千１百万円（前年同期比10.6％増）となり

ました。営業損益は、環境分析事業は増益となりましたが、機器システム製品事業、光部品事業は減益

となり、０百万円の損失（前年同期は１千１百万円の損失）となりました。

　機器システム製品の海外向け拡販、環境分析事業の売上増等の収益改善努力を継続し、収益水準の底

上げを図ります。

　年度計画との関係では、電線・ケーブル事業、電子材料事業いずれも販売は堅調に推移しておりま

す。営業利益は、電線・ケーブル事業においては、生産トラブル、銅価格の変動影響を主因に、当第２

四半期連結累計期間は計画を下回りますが、2019年３月期通期では若干の計画未達に留まる見込みで

す。一方、電子材料事業においては当第２四半期連結累計期間、2019年３月期通期ともに計画を上回る

見込みであり、全体としては計画を達成できるものと評価しております。
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（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末に比べ17億１千万円増加し、531億７千８百

万円となりました。これは主に売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加によるものです。

　負債の部は、前期末に比べ５千３百万円増加し、101億１千４百万円となりました。これは主に未払

法人税等が減少した一方で、仕入増に伴う支払手形及び買掛金が増加したことによるものです。

　純資産の部は、前期末に比べ16億５千７百万円増加し、430億６千３百万円となりました。これは配

当支払による減少があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加

したこと等によるものです。

　以上の結果、自己資本比率は前期末に比べ0.5ポイント上昇し、81.0％と高い水準が継続しておりま

す。

（３）キャッシュ・フローの状況に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、９億８千

２百万円となり、前期末に比べ３億３百万円の減少となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前四半期純利益26億７千５百万円の資金増加

要因および減価償却費の計上７億８千８百万円から、売上増に伴う売上債権の増加15億１千９百万円、

法人税等の支払額10億９千２百万円等の資金減少要因を差し引いた結果、18億７千１百万円の収入とな

り、前年同期に比べ９千２百万円の収入増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出17億２千５百万円の資金

減少要因から、短期貸付金減少９千８百万円の資金増加要因を差し引いた結果、16億８千７百万円の支

出となり、前年同期に比べ２億８千２百万円の支出増加となりました。有形固定資産の取得による支出

は、前年同期に比べ５億３千９百万円増加しており、その要因は、主に本社社屋の建替え工事によるも

のです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払額４億９千４百万円により、４億９千４百

万円の支出となり、前年同期に比べ１億２百万円の支出増加となりました。

（資本の財源及び資金の流動性に係る情報）

　当社グループは、2025長期ビジョン達成に向け、今後も積極的な投資を継続していく予定でありま

す。必要資金は、当面は自己資金および短期貸付金の回収により調達していく予定でありますが、必要

な場合には借入も実行いたします。

　現在本社社屋の建替え工事を実行しておりますが、その資金は自己資金にて調達いたします。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2018年７月24日の決算発表時に公表した予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,286 982

受取手形及び売掛金 17,228 18,743

製品 2,459 2,213

仕掛品 5,215 5,415

原材料及び貯蔵品 890 870

短期貸付金 8,041 7,943

その他 505 420

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 35,626 36,588

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,699 5,692

機械装置及び運搬具（純額） 2,584 2,655

工具、器具及び備品（純額） 372 365

土地 3,799 3,799

建設仮勘定 1,142 1,880

有形固定資産合計 13,598 14,393

無形固定資産

ソフトウエア 119 122

ソフトウエア仮勘定 3 3

施設利用権 5 5

その他 14 13

無形固定資産合計 143 144

投資その他の資産

投資有価証券 1,077 1,114

長期前払費用 10 38

退職給付に係る資産 27 5

繰延税金資産 877 788

その他 114 112

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 2,099 2,052

固定資産合計 15,841 16,590

資産合計 51,468 53,178

決算短信（宝印刷） 2018年10月29日 10時15分 4ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



タツタ電線株式会社(5809) 2019年３月期 第２四半期決算短信

― 5 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,661 4,132

1年内返済予定の長期借入金 - 50

リース債務 0 -

未払金 967 1,008

未払費用 1,383 1,388

未払法人税等 1,315 879

その他 1,009 934

流動負債合計 8,337 8,392

固定負債

長期借入金 1,050 1,000

退職給付に係る負債 318 369

環境対策引当金 80 80

事業構造改善引当金 12 12

資産除去債務 173 173

繰延税金負債 1 1

その他 87 84

固定負債合計 1,724 1,722

負債合計 10,061 10,114

純資産の部

株主資本

資本金 6,676 6,676

資本剰余金 4,516 4,516

利益剰余金 32,555 34,049

自己株式 △2,457 △2,457

株主資本合計 41,290 42,785

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 262 289

繰延ヘッジ損益 △69 20

為替換算調整勘定 △46 △54

退職給付に係る調整累計額 △31 23

その他の包括利益累計額合計 116 278

純資産合計 41,406 43,063

負債純資産合計 51,468 53,178
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 27,271 29,989

売上原価 19,835 22,686

売上総利益 7,435 7,303

販売費及び一般管理費 4,302 4,641

営業利益 3,133 2,661

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 9 13

補助金収入 10 1

その他 39 45

営業外収益合計 62 62

営業外費用

支払利息 6 8

固定資産廃棄損 3 0

為替差損 5 11

その他 34 5

営業外費用合計 50 25

経常利益 3,145 2,698

特別利益

投資有価証券売却益 5 -

固定資産売却益 209 -

特別利益合計 215 -

特別損失

固定資産廃棄損 74 5

災害による損失 - 17

特別損失合計 74 22

税金等調整前四半期純利益 3,286 2,675

法人税、住民税及び事業税 990 669

法人税等調整額 △165 16

法人税等合計 824 686

四半期純利益 2,461 1,988

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,461 1,988
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 2,461 1,988

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42 26

繰延ヘッジ損益 △12 89

為替換算調整勘定 △9 △8

退職給付に係る調整額 33 54

その他の包括利益合計 54 162

四半期包括利益 2,516 2,151

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,516 2,151
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,286 2,675

減価償却費 791 788

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 74

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 156 76

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △148 △0

環境対策引当金の増減額（△は減少） △14 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △12 △15

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △5 -

補助金収入 △10 △1

災害損失 - 17

支払利息 6 8

有形固定資産売却損益（△は益） △201 -

固定資産廃棄損 75 6

売上債権の増減額（△は増加） △1,959 △1,519

たな卸資産の増減額（△は増加） △751 59

その他の資産の増減額（△は増加） △125 116

仕入債務の増減額（△は減少） 850 405

未払金の増減額（△は減少） 229 122

未払費用の増減額（△は減少） 59 4

未払消費税等の増減額（△は減少） △77 133

その他の負債の増減額（△は減少） 165 5

小計 2,325 2,958

利息及び配当金の受取額 12 15

利息の支払額 △6 △8

法人税等の支払額 △563 △1,092

補助金の受取額 10 1

災害損失の支払額 - △2

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,779 1,871

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2 △2

有価証券の売却による収入 13 -

有形固定資産の取得による支出 △1,185 △1,725

有形固定資産の売却による収入 319 -

無形固定資産の取得による支出 △23 △28

短期貸付金の純増減額（△は増加） △502 98

投資その他の資産の増減額（△は増加） △23 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,404 △1,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1 △0

配当金の支払額 △370 △494

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△20 -

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △392 △494

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △18 △303

現金及び現金同等物の期首残高 1,254 1,286

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,235 982
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年10月29日 10時15分 9ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



タツタ電線株式会社(5809) 2019年３月期 第２四半期決算短信

― 10 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３
電線・

ケーブル事業
電子材料事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 15,119 11,424 26,543 728 27,271 - 27,271

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- - - 15 15 △15 -

計 15,119 11,424 26,543 743 27,286 △15 27,271

　セグメント利益
　又は損失（△）

483 3,036 3,520 △11 3,508 △374 3,133

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器システム製品事業、光部品

事業、環境分析事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△374百万円は、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△380百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び研究費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３
電線・

ケーブル事業
電子材料事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 18,237 10,950 29,187 801 29,989 - 29,989

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- - - 19 19 △19 -

計 18,237 10,950 29,187 821 30,009 △19 29,989

　セグメント利益
　又は損失（△）

283 2,732 3,015 △0 3,014 △352 2,661

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器システム製品事業、光部品

事業、環境分析事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△352百万円は、セグメント間取引消去６百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△359百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び研究費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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